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全国医療経営士実践研究大会
地域とともに歩む社会性豊かな
医療の実現

第15 回 東京大会

大会
テーマ

ステーションコンファレンス東京会場

2026年
11月21日土
22日日

開催日

──	病院経営が危機的状況にある今こそ、医療経営士は一致団結し、
	 使命感を持って地域医療の崩壊をくい止めよう！

※5月中旬より参加申込受付予定。
　詳細・最新情報はホームページにてご確認ください。
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グループワークでは活発な交流が行われた

講
演
後
に
は
参
加
者
と
神
奈

川
研
究
会
の
事
務
局
メ
ン
バ
ー

が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自
己

紹
介
と
医
療
経
営
士
を
受
験
し

た
理
由
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
等

を
語
り
、
医
療
経
営
士
と
し
て

の
〝
志
〟
を
共
有
。
参
加
者
か

ら
は
「
い
ろ
い
ろ
な
方
と
交
流

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
事

務
局
の
方
の
熱
を
感
じ
る
こ
と

漆
原
氏
は
、「
こ
れ
か
ら
の

未
来
に
向
け
て
わ
が
国
の
保
険

医
療
を
守
る
た
め
に
は
医
療
機

関
が
安
定
し
た
経
営
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
経
営
を
学
ん
だ
医

療
経
営
士
の
存
在
が
不
可
欠
」

だ
と
強
調
。
医
療
経
営
士
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
て
は
身
近

で
定
期
的
に
経
営
を
学
べ
る
場

が
必
要
と
し
て
、
神
奈
川
研
究

会
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
経
緯

を
語
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
50
回
以
上
の
研

究
会
を
開
催
し
て
き
た
神
奈
川

研
究
会
。
最
近
で
は
参
加
者
同

士
の
対
話
形
式
の
研
究
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
常
に
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
を
求
め
る
姿
勢
に
特
徴

が
あ
る
。
こ
の
日
は
、
合
宿
で

の
勉
強
会
や
病
院
経
営
の
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
研
究
会

等
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
つ

い
て
研
究
会
事
務
局
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
の
報
告
も
行
わ
れ
た
。

「
合
格
者
の
つ
ど
い
」
は
医
療

経
営
士
３
級
試
験
の
合
格
者
を

対
象
に
、
自
身
の
医
療
経
営
士

と
し
て
の
将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
も
ら
う
目
的
で
行
わ
れ

る
。
以
前
は
全
国
各
地
で
開
催

が
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
現
在
で
は
関
東
支
部
神
奈

川
研
究
会
の
み
で
開
催
し
て
い

る
。冒

頭
、
日
本
医
療
経
営
実
践

協
会
事
務
局
よ
り
医
療
経
営
士

の
資
格
制
度
及
び
協
会
活
動
に

つ
い
て
の
紹
介
が
行
わ
れ
た

後
、
神
奈
川
研
究
会
事
務
局
の

漆
原
義
寛
氏
（
医
療
法
人
社
団

総
生
会
麻
生
総
合
病
院
）
が
登

壇
。
神
奈
川
研
究
会
の
事
例
を

も
と
に
、
医
療
経
営
士
の
自
主

研
究
会
に
つ
い
て
の
紹
介
が
行

わ
れ
た
。

日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
関
東
支
部
神
奈
川
研
究
会
は
４
月
22
日
、か

な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
合
格
者
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
た
。

３
級
試
験
合
格
者
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
位
置
付
け
ら
れ
る「
合
格
者

の
つ
ど
い
」に
約
20
名
が
参
加
、医
療
経
営
士
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。

医
療
経
営
士
の
魅
力
を
伝
え
て

資
格
取
得
へ
の
後
押
し
を

神
奈
川
研
究
会

「
合
格
者
の
つ
ど
い
」

自
主
研
究
会
活
動
の
魅
力
を

事
務
局
メ
ン
バ
ー
が
伝
授

「
合
格
者
の
つ
ど
い
」の
輪
を

全
国
へ
広
げ
よ
う
！

く
の
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。「
合
格
者
の
つ
ど
い
」は「
医

療
経
営
士
に
な
る
と
ど
う
な
る

の
か
」
を
、
有
資
格
者
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
方
か
ら
直
接
聞

け
る
機
会
で
あ
り
、
入
会
を
促

す
観
点
か
ら
も
非
常
に
有
意
義

だ
と
思
わ
れ
る
。

神
奈
川
研
究
会
に
続
き
、
他

の
地
域
支
部
や
各
自
主
研
究
会

で
も
、
ぜ
ひ
開
催
を
検
討
い
た

だ
き
た
い
。
開
催
に
関
心
の
あ

る
方
は
協
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
を
。

が
で
き
た
」
等
の
声

が
聞
か
れ
た
。

合
格
者
の
う
ち
、

入
会
し
て
医
療
経
営

士
と
な
る
方
は
８
割

程
度
。
約
２
割
の
方

は
合
格
し
て
も
資
格

取
得
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
状

だ
。
医
療
経
営
士
は

資
格
を
取
得
し
て
か

ら
が
ス
タ
ー
ト
で
あ

り
、
資
格
を
ど
の
よ

う
に
活
か
し
て
い
く

の
か
は
、
自
分
自
身

の
将
来
を
ど
の
よ
う

に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
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令和８年度診療報酬改定において、医療ＤＸについてはどのような動きがあったのだろうか。電子カルテシステムの診療所
シェアでトップを誇るウィーメックス株式会社で開発本部本部長を務める川口恭弘氏（医療経営士3級）にお話を伺った。

多
く
は
院
内
サ
ー
バ
ー
の
脆
弱

性
が
原
因
で
す
。
常
に
最
新
の

対
策
が
施
さ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
型

の
方
が
、
結
果
と
し
て
医
療
情

報
の
安
全
を
守
れ
る
と
い
う
判

断
で
す
。

電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー

ビ
ス
も
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
に
な

っ
て
い
く
の
で
、
そ
こ
と
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
も
、

ク
ラ
ウ
ド
型
が
い
い
と
い
う
話

に
な
り
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
メ
ー
カ
ー
の
立

場
か
ら
す
る
と
、
今
後
は
ど
こ

で
差
別
化
を
図
っ
て
い
く
の
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ユ

ー
ザ
ー
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
、
使
い
勝
手
や
Ａ
Ｉ
等
、
新

し
い
付
加
価
値
を
ど
う
つ
け
て

推
進
し
て
い
る
の
が
電
子
カ
ル

テ
の
導
入
で
す
。
中
小
病
院
や

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
現
状
の
普
及

率
は
６
割
弱
。「
全
国
医
療
情

報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
不
可
欠
な

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
２
０
３
０

年
に
は
電
子
カ
ル
テ
の
普
及
率

１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
は
導
入

し
て
も
、
そ
の
情
報
を
共
有
で

き
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
「
電
子
カ
ル
テ
情

報
共
有
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
こ

れ
は
医
療
機
関
で
記
録
さ
れ
た

電
子
カ
ル
テ
情
報
の
一
部（「
診

療
情
報
提
供
書
、
退
院
時
サ
マ

リ
ー
、
健
康
診
断
結
果
報
告

書
、
臨
床
情
報
（
傷
病
名
・
感

染
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
等
・
検

査
）」）
を
、
全
国
の
医
療
機
関

等
で
閲
覧
が
で
き
て
、
患
者
側

も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て

確
認
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。
す
で
に
モ
デ
ル
事
業
が
行

わ
れ
て
い
て
、
予
定
で
は
今
年

度
中
に
運
用
を
開
始
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
電
子
カ
ル
テ
情

報
共
有
サ
ー
ビ
ス
と
の
接
続
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
、
電
子
カ
ル
テ
の
要

件
（
９
）
の
ウ
と
し
て
入
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
実
際
に
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
っ
て
い
な
い
の
で
不

明
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
確
か
で
し
ょ

う
。
自
院
で
使
用
し
て
い
る
電

い
く
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
使
う
側
と
し
て
は
、
自
分

た
ち
の
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

電
子
カ
ル
テ
が
ど
う
い
う
も
の

で
あ
れ
ば
使
い
や
す
い
の
か
を

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
が
医
療
経
営
士
の
役

割
の
１
つ
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

ま
た
医
療
経
営
士
に
求
め
ら

れ
る
も
の
は
、
補
助
金
に
関
連

す
る
情
報
の
把
握
で
す
。
医
療

Ｄ
Ｘ
関
連
で
は
導
入
す
る
医
療

機
関
に
対
す
る
補
助
金
が
様
々

あ
り
ま
す
か
ら
、
最
新
情
報
に

し
っ
か
り
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
つ

つ
、
自
院
で
申
請
で
き
る
も
の

の
有
無
や
そ
の
条
件
等
を
確
認

し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

子
カ
ル
テ
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
ベ
ン
ダ
ー
に
確
認
を
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
（
９
）
の
エ
に
あ
る

「
厚
生
労
働
省
が
認
証
す
る
電

子
カ
ル
テ
」
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
４
年
３
月
末
に
、
厚
生

労
働
省
か
ら
「
電
子
カ
ル
テ
の

標
準
仕
様
」
に
関
し
て
１
７
４

項
目
の
基
本
要
件
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
実

装
し
な
い
と
標
準
仕
様
と
認
め

ら
れ
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
重
要
な
の
は
、
各
ベ
ン
ダ

ー
が
自
社
製
品
の
実
装
状
況
を

公
表
し
、
透
明
性
を
高
め
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

国
が
電
子
カ
ル
テ
の
「
標
準

化
」
と
併
せ
て
強
く
推
進
し
て

い
る
の
が
「
ク
ラ
ウ
ド
化
」
で

す
。
こ
れ
に
は
２
つ
の
狙
い
が

あ
り
ま
す
。
１
つ
は
コ
ス
ト
の

最
適
化
で
す
。
従
来
の
院
内
設

置
型
（
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
）
は
導

入
や
更
新
の
コ
ス
ト
が
高
く
、

こ
れ
が
電
子
カ
ル
テ
普
及
の
足

か
せ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ク

ラ
ウ
ド
型
で
あ
れ
ば
コ
ス
ト
が

抑
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
に

よ
り
導
入
を
進
め
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

２
つ
め
は
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
強
化
で
す
。
近
年
、

病
院
が
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
攻
撃

を
受
け
、
診
療
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
事
件
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

今
回
の
改
定
に
お
け
る
医
療

Ｄ
Ｘ
に
関
連
す
る
ト
ピ
ッ
ク
と

い
え
ば
、「
医
療
情
報
取
得
加

算
」
お
よ
び
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進

体
制
整
備
加
算
」
が
廃
止
さ

れ
、
代
わ
り
に
「
電
子
的
診
療

情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
」
が

新
設
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
施
設

基
準
は
図
の
と
お
り
で
す
が
、

（
１
）
～
（
７
）
ま
で
は
最
低

限
の
要
件
と
な
っ
て
お
り
、

（
８
）
以
降
を
ク
リ
ア
で
き
る

か
ど
う
か
で
加
算
が
変
わ
っ
て

き
ま
す
。

（
８
）
で
は
電
子
処
方
箋
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

電
子
処
方
箋
の
普
及
率
は
ま
だ

ま
だ
低
く
、
国
と
し
て
は
し
っ

か
り
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。（
９
）

で
電
子
カ
ル
テ
の
要
件
が
挙
が

っ
て
い
ま
す
が
、
イ
で
「
電
子

処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
と
の
接

続
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
有
し

て
い
る
こ
と
」
が
入
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
そ
の
意
図
は
明

確
で
す
。

電
子
処
方
箋
に
つ
い
て
は
薬

局
で
は
大
分
普
及
し
て
き
て
い

ま
す
。
処
方
情
報
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
共
有
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
く
、
ま
だ
電
子
処
方
箋

を
導
入
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
検
討

す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

電
子
処
方
箋
と
並
ん
で
国
が

「
電
子
的
診
療
情
報
連
携

体
制
整
備
加
算
」の
ね
ら
い

厚
生
労
働
省
が
描
く

電
子
カ
ル
テ
の
将
来
像
と
は

令和８年度診療報酬改定から
医療DXの未来像を読み解く

I N T E R V I E W 医 療 経 営 士 × 企 業  川 口 恭 弘 氏 に 聞 く

令和8年度診療報酬改定説明資料（厚生労働省）より
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自院が地域で果たすべき役割を問う
2026年度診療報酬改定

5月号
好評
発売中

詳細・ご購入は
コチラ

最新情報を踏まえ新たな病院像を描く
「経営の時代」の羅針盤

う大きな流れの中に位置づけられるものだ」としたうえ
で、「個々の改定項目は多岐にわたりますが、全体として
は、地域の中で自院が果たすべき役割を改めて問い直す
内容であると言える」とその意義を説明した。激変する
地域社会において、医療機関の今後の動向が注目される。

2026年度診療報酬改定については、関係告示が厚生労
働省より発出され、6月1日より適用されることになって
いる。一般社団法人日本病院会の相澤孝夫会長は3月13
日、一般社団法人全国公私病院連盟（邉見公雄会長）と共
催した「2026年度診療報酬改定説明会」の冒頭、「今回の
改定は、2040年を見据えた医療提供体制の再構築とい

特集
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第5回山梨研究会「医療政策から読み解く病院経営の未来」

医療経営士と施設基準管理士の
コラボレーションが実現

支部N EW S 関東支部

今回の勉強会は、加納岩医療経営研究
会、関東支部山梨研究会、施設基準管理士
関東信越ブロック研修会という３つの勉
強会の共同開催という形で行われた。社
会医療法人加納岩には医療経営士と施設
基準管理士がそれぞれ複数在籍している。
これまでも同法人内で医療経営士の勉強
会は行っていたが、施設基準管理士関東
信越ブロックの研修会を開催することに
なり、「せっかくなら一緒に学べたほうが
お互い刺激もあり、相乗効果も望めるの
ではないか」という同法人本部長の宮沢
圭一氏の声掛けにより、今回のコラボレ
ーションが実現した。
基調講演は千葉大学医学部附属病院次

世代医療構想センター長、特任教授の吉
村謙佑氏。「医療政策と地域医療構想を
どう見るか!?」と題して講演を行った。厚
生労働省の医系技官としての経歴に加え、
千葉県の医療整備課、市原市医療政策参
与等、地域の医療行政にも深く携わって
いる吉村氏は、▽医療政策の全体像、▽新
たな地域医療構想、▽人的資源の配置と
大学病院の未来像——の３項目について、
さまざまなデータと自身が行った実践事

例から導かれる考察を披露。日本の総人
口が減少フェーズに入り、「ここからは撤
退戦」だと語る吉村氏は、コロナ禍が終わ
れば入院需要は戻るというかつての予測
に基づく構想は下方修正する必要がある
とし、「現状の医療提供体制は大学病院が
主体となってシュリンクしていかざるを
得ないのではないか」と持論を提示。地
域医療構想や医師の偏在といった課題へ
の鋭い指摘と洞察に、会場の参加者も真
剣な表情で耳を傾けた。
講演後の質疑応答でも多くの手が挙が

り、「医療のコスト・アクセス・質のなかで、
アクセスを下げていくとしたら救急の搬
送をどう考えるのか」といった、これから
の医療のあり方についても意見が交わさ
れた。

休憩を挟んだ後は医療経営士と施設基
準管理士がそれぞれ登壇した。先に登壇
した医療経営士の済生会神奈川県病院経
営戦略課の金城悠貴氏は、自身が世話人
代表を務める関東支部神奈川研究会の活
動を紹介。対話形式で考えを深めていく
研究会、合格者のつどいや合宿の開催等、
多岐にわたる活動内容を伝えたうえで、

日本医療経営実践協会関東支部山梨研究会は3月7日（土）、加納岩総合病院大会議室において、研究会「医療政策
から読み解く病院経営の未来」をハイブリッド形式で開催した。当日は山梨県外からの来場者も含め、会場・オン
ライン合わせて200名以上が参加した。

新たな地域医療構想のもとで
病院経営の未来をどう描くか

医療経営士と施設基準管理士が
それぞれの視点を語る

「病院経営を変え、日本の医療そのものを
変えるという志のある者同士がネットワ
ークを紡いでいくことで、医療経営の未
来を明るくできる」と訴えた。
続いて、施設基準管理士で国立成育医

療研究センターに所属し、同管理士地域
部会関東信越部会長を務める新谷直樹氏
が登壇。告知・通知等の公文書の読み解
き方、法令用語独特のわかりづらい表現
や用語の意味について、具体例を挙げな
がら伝授した。そのうえで、「読み解いた
内容に基づいていかに組織を動かすのか
が大事」だとし、組織内政治を読む力も重
要だと述べた。
終了後には懇親会が開かれ、医療経営

士と施設基準管理士との交流が図られた。
今後のさらなる協業、お互いのスキルを
活かした相乗効果への期待も高まる研究
会となった。

医療経営士代表として資格の魅力を伝えた金城悠貴氏



新入職員研修／
ミドルマネジャー研修

【お問い合わせ先】日本ヘルスケア経営学院  事務局（日本医療企画内）　☎03-3553-2862　https://hcmi-s.net/

講
座
概
要

日本ヘルスケア
経営学院

公 開 講 座

石井富美氏
（多摩大学医療・
介護ソリューション
研究所副所長）

講師 【新入職員研修WEB講座（全６回）】
●講義時間	…	各回約20分
●受 講 料	…	各回	 ：1,100円
	 	 3回セット	 ：2,750円
	 	 全6回セット	：4,950円

【ミドルマネジャー研修WEB講座（Ⅰ／Ⅱ）】
●講義時間	…	講座Ⅰ： 約120分／講座Ⅱ： 約90分
●受 講 料	…	講座Ⅰ： 7,150円／講座Ⅱ： 5,500円／
	 	 Ⅰ・Ⅱセット：11,000円
※講義終了後に内容の理解度が測れる「確認テスト」付き　※受講料はすべて税込

春 か ら の 新 卒 者・中 途 採 用 者 の 研 修 に 最 適 ! 　 オ ン デ マ ン ド 職 員 研 修 講 座 シ リ ー ズ

WEB講座

好評配信中 !
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日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール

開催日 開催支部 テーマ 講師

5月10日（日） 東海 学ぶ！ 病院経営スタディ＆ボードゲーム ※地域住民の声と潜在患者数を把握し、地域に求められる病院を目指す
　経営シミュレーションボードゲームを参加者同士でプレイ

5月15日（金） 関東 第62回神奈川研究会
「理想の病院における『組織の在り方』を考える会」 ※参加者同士が知見を持ち寄る対話形式で開催

5月22日（金） 関東
医療経営士埼玉研究会キックオフセミナー 

「最新医療政策の動向と経営支援アプローチ 
～グループ本部機能による診療報酬改定対応の視点～」

橋本祥太朗 氏（参議院議員石田昌宏氏秘書、理学療法士／医療経営士2級） 
橋本敦 氏（一般社団法人TMG 本部総局長室室長／経営支援部副部長）

6月13日（土） 関西 第41回関西医療経営勉強会 
「八尾徳洲会総合病院の過去・現在・未来」

原田博雅 氏（医療法人徳洲会八尾徳洲会総合病院院長、
	 医療法人徳洲会常務理事）

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページでご確認ください。

事務局掲示板 PICK UP研究会

【お問い合わせ】
一般社団法人日本医療経営実践協会 事務局
TEL：03-3553-2906 ／ FAX：03-3553-2907

認定証（カードタイプ）への
顔写真印刷廃止について

2026年度より、認定証（カード
タイプ）券面への顔写真印刷を廃
止いたします（５月発行分より適
用）。それに伴い、登録申請、等級変
更および資格更新手続き時におけ
る顔写真ご提出も不要となります。

現状の認定証についてはそのまま
ご利用いただけます。次回更新時
より新しいものに変更となります。
ご不明な点は、本協会事務局まで
お問い合わせください。

医療経営士埼玉研究会キックオフセミナー

最新医療政策の動向と経営支援アプローチ
―グループ本部機能による診療報酬改定対応の視点―

関東支部

医療経営士埼玉研究会は、
埼玉エリアを中心に活動する
有志の医療経営士が連携し、
知識の研鑽や情報交換を行う
プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と し て
2025 年12 月に発足いたし
ました。この度、初のイベン
トとなるキックオフセミナー
をオンラインで開催します。

医療政策や診療報酬改定の
動きは、「知っているかどう
か」で実務の差が広がる時代
になっています。本セミナー
では、政策サイドの最新動向
と医療グループ本部による実
践的な経営支援をテーマに、
第一線で活躍されているお二
人の講師から、現場に活かせ
るリアルなお話を伺います。
ご関心をお持ちの方は、ぜひ
お気軽にご参加ください。

【開催概要】
開催日：	 2026年5月22日（金）18:30 ～ 20:00
形　式：	 オンライン開催
参加費：	 協会会員：1,000円 ／ 非会員：1,500円

【プログラム】
◆第1部　最新医療政策の動向
　	 講師：	橋本 祥太朗 氏
		  （参議院議員石田昌宏氏秘書／
		  理学療法士／医療経営士2級）
◆第2部　グループ本部機能による
	 経営支援の実践
	 講師：	橋本 敦 氏
		  （一般社団法人TMG本部
		  総局長室室長・経営支援部副部長／
		  全国医事研究会理事）

【お問い合わせ】
医療経営士埼玉研究会事務局　担当：亀山・塩寺
E-mail：saitamakenkyukai@gmail.com

お申し込みは
コチラまで！

【投稿に関するお問い合わせ先】
E-mail：info@jmmpa.jp

会報誌『理論と実践』投稿募集中
自分の声を会員に届けよう

当協会が発行している会報誌『理論
と実践』では、会員の皆さまからの投稿
を募集しています。日頃の職務におけ
る疑問や悩み、業務改善へ向けたアイ
デア、病院経営や医療政策・制度に関す
る論文や問題提起等、内容は自由です。
採用原稿については薄謝を進呈いたし
ます。お気軽にご投稿ください。


